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本書籍の概要とAIの品質に関する
ガイドライン

　本書籍は，編者である石川冬樹，丸山宏らが運営

している日本ソフトウェア科学会機械学習工学研究

会での研究活動成果をまとめたものである．機械学

習に関するシステム開発，システム運用，機械学

習システムの品質保証，説明可能な AI，AI の倫理，

知財側面に焦点が当たっている．本書籍に関連して，

本誌でも，私自身が「ビブリオ・トーク─書評─：

ソフトウェア工学から学ぶ機械学習の品質問題」1）

や，「5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Marco 

T. Ribeiro et al.：“Why Should I Trust You?”：Expla

ining the Predictions of Any Classifier」2）などの記

事を取り上げてきた．また，本書籍編者の丸山宏ら

により本誌 2019 年 1 月号に「機械学習工学」3）の

特集が組まれ，最近でも本誌 2022 年 11 月号に「AI

の品質保証」4）という関連する特集が組まれた．

　今回，AI プロダクト品質保証ガイドライン（以後

QA4AI ガイドライン）5）や，機械学習品質マネジメ

ントガイドライン（以後 AIQM ガイドライン）6）に

ついて解説してほしいというリクエストがあり，そ

のまとめとした背景を知るために本書籍を紐解いた．

　第 3 次 AI ブームと言われるようになって久しい

が，AI の活用が進むにつれ，AI の社会的インパク

トや倫理的側面，世間の関心などもあり，AI に関

する多くのガイドラインが作られている．国内では

機械学習の品質に関して，QA4AI ガイドラインと

AIQM ガイドラインが，公開されている．

　QA4AI ガイドラインは，AI の品質管理として

Data Integrity（データの完全性），Model Robust-

ness（モデルの頑健性），System Quality（シス

テムの質），Process Agility（プロセスの迅速性） ，

Customer Expectation（顧客満足）という 5 つの軸

を取り上げている．それぞれ，成果物（データ，モ

デル，システム）と開発工程（プロセス），ユーザ

評価（顧客）についてチェック項目を設けて評価し，

チャート化するという方法をとっている．具体例と

して，自動運転，産業プロセス（プラントでの適用），

音声インタフェース（スマートスピーカなど），画

像や動画などのコンテンツ生成，文字自動読み取り

（OCR）が紹介されている．

　AIQM ガイドラインは，機械学習技術モデルに関

する固有の品質特性を挙げ，これについて内部特性

と外部特性に分けて明確化し整理する．その後，各

特性のレベルを定義するという形をとる．特に，プ

ライバシーとセキュリティの問題を取り上げてい

るところは，QA4AI ガイドラインにないところで

ある．執筆時点で，QA4AI ガイドラインは 2022.07

版が，AIQM ガイドラインは第 3 版（Revision 3.1.0）

2022 年 8 月 2 日が最新版である．1 年ごとぐらい

の短期間でアップデートされており，アップデート

のたびに内容充実と新技術が盛り込まれているので，

AI についての最新の問題点を確認するのにちょう

どいい感じである．
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本書籍の内容

　本書籍は，第 I 部「機械学習工学とは」，第 II 部

「機械学習システムの開発・運用マネジメント」，第

III 部「機械学習システムの開発技術と倫理」，第 IV

部「機械学習と知財・契約」，第 V 部「機械学習工

学の今後」の 5 部構成からなり，2 つのガイドライ

ンを併せて圧縮したような感じになっている．

　第 I 部の第 1 章「機械学習工学」は機械学習全体

のまとめである．第 II 部の第 2 章「機械学習シス

テムの開発とその検証プロジェクト」，第 3 章「機

械学習システムの運用」は，機械学習システムの開

発と運用についてのまとめである．

　第 III 部は，本書籍の最も中心的な部分である

が，第 4 章「機械学習デザインパターン」，第 5 章

「品質のとらえ方と管理」，第 6 章「機械学習モデ

ルの説明法」，第 7 章「AI 倫理」と機械学習工学に

関するトピックが続いている．第 4 章は機械学習

をデザインパターンの考え方で分類を試みている．

第 5 章は機械学習の品質に関することがコンパク

トにまとまっている．第 6 章は説明可能な AI（Ex-

plainable AI）のまとめである．第 7 章は，AI 倫理

についてであるが，AI の説明可能性，透明性，ア

カウンタビリティ，公平性，バイアスなど，AI 特

有な倫理課題がまとまっている．

　第 IV 部は，第 8 章「機械学習と知財・契約」でAI

特有の知財や契約に関する項目がまとまっている．

　第 V 部は，第 9 章「今後に向けて」で本書籍の

これより前の章で取り上げられなかったトピックの

補足，将来展望である．プライバシーやセキュリティ

の問題はここで取り上げている．

　本書籍は，新用語が多いが，内容は平易で一気に

読み通せる．したがって，先に紹介した AI に関す

るガイドラインのような詳細ドキュメントに目を通

す前にざっと最新事情を知るのにちょうどいい．し

かし，先に紹介したガイドラインと同様，進歩が早

く，アップデートが頻繁な領域なので，この書籍を

踏み台に，色々なドキュメントやガイドラインを追

いかけていく起点とするのがいいと考える．

本書籍をだれに薦めるか

　本書は，AI の品質管理や，説明可能性，倫理や

コンプライアンスに関する総まとめのような本であ

る．実際の AI や機械学習の導入や運用を担当する

ようになった現場に近い技術者に，お薦めできる．

また，新規事項を広く浅くまとめているので，関連

事項をざっとおさらいしたい，研究者や大学院生，

学生にも適すると思われる．
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